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1. Background 2. On-Chip Force Sensing細胞の特性評価のための力計測手法

磁気駆動マイクロツール（MMT）を用いた

マイクロチップ内で力計測するには？

マイクロマニピュレータ

オンチップ力計測

利点：高精度(nNオーダー)

問題：オンチップ化が難しい
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3. Simulation/Experiment
提案アセンブリ手法の効果を確認

力キャリブレーション実験
単一細胞押しつけ実験

（藻類の一種である珪藻が対象）

4. Conclusion/Future work

○ MMTによる画像情報をベースにしたオンチップ力計測

バネの幅: 50 μm ビームの幅: 30 μm

力計測精度：100 μNを確認

市販力センサ(10 μN精度) MMT

(SU-8のヤング率を4 GPaとして計算)
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オンチップでの細胞への刺激（力）計測を達成

○ MMTによる画像情報をベ スにしたオンチップ力計測
○ 力センサ精度の向上、自動計測システムの開発
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